別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費

	事業名:新ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ24施設管理運営費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　商工労働部情報産業課　ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3114）

　　　　　　　　　　　 E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：89,497千円（前年度予算額：－千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　平成22年３月に策定された行財政改革アクションプランにもとづき、ワークショップ24を県有化に伴い、施設管理を実施するための必要な管理委託や土地の賃借等を行う。

（管理運営委託業務）

①管理期間

平成２４年８月１日～平成２５年３月３１日

②委託業務内容

施設の維持管理業務

（警備、清掃、設備点検、受付案内、インターネット提供等）

（土地賃借料）
ワークショップ24の土地賃借料（所有者：県土地開発公社）
（光熱水費）
ワークショップ24の光熱水費

（事務費等）

　　ケーブルテレビ利用料、印刷製本費等
	２　所要経費


①委託業務 ：  57,020千円
②土地賃借料：  5,080千円
③光熱水費　 ：25,935千円
④燃料費　　：    969千円

⑤CATV費　　  ：  16千円　
⑥事務費　　　：  477千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした地域づくり

　　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　　・産学官、企業間連携による新技術、新商品開発を支援する
・中部圏のＩＴ人材育成・供給拠点であるソフトピアジャパンの活用を促進する

	２　これまでの取組状況


ワーショップ24は、ソフトピアジャパンプロジェクトの一環として、県住宅供給公社の所有施設として平成14年に設置して以来、ベンチャー企業や、地域企業等に事務所機能等を提供し、エリアの産業集積、振興に貢献してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


平成16、17年には、入居率が80％を超えるなど、ソフトピアジャパンエリアへの情報産業企業の集積に一定の貢献を果たしていたが、長引く契機の低迷や県の大型プロジェクトの終了などに伴い、近年では入居状況も低迷し、所有者である県住宅供給公社の経営を逼迫してきた。
こうした状況を踏まえ、行財政改革アクションプランではワークショップ２４を公社経営から切り離し、県有化することとされており、今後は、県有施設として、有効活用を図っていく。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	89,497
	0
	0
	24,280
	0
	0
	32,703
	0
	32,514
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